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1郎 党棄性心疾患手術におけるテタメグラフ ト

の健欄経験
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1･:-.l'TドI;:製Jl',AILZノブ::I-7卜は本邦で開発された曲

げに強い特徴を持つ人工彪管である曲その醇敬を盤かす

べくず先天性心疾患 3例に応欄 し よい結果を得た殿で

報告寸ノ工

症例 1;1.れ 卜I),EU那1.S＼丁+lJA.rrr,;:tでi■fr冊11号ーl'

sllunl術施行後も姉裾充足･1)で､Cmltl.こIt;1I)Shutlt

に (うrllm 注を値鞘L'.'∴ 柔∴かい肺動脈にいEJ二様縫合

てき.短い距離て叫札付 )にも良好て:tj;1-､､上.症例1':

他LT-ぅ複雑心奇町 tミ'1､sllunt後で Ⅰ)＼.yL)に.L･そ:TlJl-1例

で左右2回の開胸にて山本ずつ個櫓に肺静脈環流を正常

化 したが予且b タイプの右上肺静脈は距離が足りず心房

上しTl吻合に Tmm ほ7日吏明し､良好.症例二l):lT卜】tr

児,Il:llStL,in'S奇彫.StこlmL､S∴ハ体外循環下{: :.尖弁

グラフト魁良好に磯健 したがタ第6病E3突然死.

審グラフトは曲げに強い樽徴から短距離で角度の付 く

シャントや静脈の代潤に転硬鋼できる有用な人工血管の

･･~.~リ二思ニトナl/!こ.

望削 血液 カルジオプレギアの使周経験

原
浦
谷
下

菅
三
春
坂

●
●
●
●

昭
樹
郎
王

立
茂
敏
散

熊
岡
田
沢

小
広
左
入

正明
止通

重義 ∈悪謎慧碁緒 )

血液ガルジオプレギアの有効性についてはチ三甑まで

に多数報告されているが,準則の装置が必要であること,

無血視野がえがたいという恕院となどから,一般的には

あまり普及 していない.当院では,1992年7月から成

人の開心術で血液カルジオプレギアを健周 しており,そ

ハ臨床成績;･I/1いて検討し報告する.

C八lミC.T･術症例てそ.れ1､欄Jに用し､ていた GTK 液と

比較すると,衡率の凍浄免荷は有意をこ少なく,術後の血

行動態が安定 していて,カテニブラミリの使済濃度の低も､

症例が多かった.しかし,PM互の発生率には差がなくや

非 I)MI症例に二持すろ術後(7)N,llう･(1･l~'Ⅰく値にヰ言1'.E･L二義

を認めなかった砂

狙う肺挫傷の治療に関す る検討

高橋 善樹 ･佐藤 良智
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∈桑野 叢 等う

た肺挫傷愚考;10人.【原因】文通事故こu人.転落 ･転倒

8人.【合併症】姉裂傷 し血気的1ニifi人.肋骨骨折1)9/､.

【治療】沫 卜i友静Lrr)ム5人,酸素捜 tj'･35人.呼吸器値鞘

ノ∴ 【予後】柁亡3人 ぐ7--術gL;亡IJJ.軽快退院lHノ＼,

他村虹科1臣､,転院 1_し 【考察 ･結語】肺挫悔こL 特

別な治療を要 しない軽度の転職から予緊急手術を牽する

遺産の私のまであるため,覚歯早期をこ於ぼる,盈症渡の

寄贈窓と,それをこ応 じた速やかな腰も贋が最鮎肝要であると

思卜畑F二.

22)胸腔鏡手術の適応拡充
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当院て∴トトてこ11例L71自然気胸に対し胸畦鏡下手術を

施行してい上小,今回さi)lに縦隔瞳脇:二′t､INO末梢型

肺癌の肺葉燐除車縦隔 リンパ節郭清をこ胸腔鏡下手術を行

い良好左結果ろ雄打=.症例1こ圭1こ沌諌了1男性.右肺尖部LT)

縦隔腰藤で神経原性願癌を疑われ当科-紹介された中全

身麻酔下分離肺換気にて右胸腔鏡で見ながら縦隔胸膜を

切開 し.銀的及Lド鈍的に瞳嶋を剥離 し.(llblorに切

除てき-Jj=.TLlmOrは径 ▲1(･nlで境料よRF=]膜で良性しリ思

歳ハ女刊二で検診にLト､て発見さ,:机二存qi=5'しりSSハ ′ru11…･

て気管支鏡r~~~F擦過紳泡診ては (~､.1こISSⅢこ1て:音㍉･-､た.症

例 1日 ,l様に~f-1'晦陸錆を挿u y∴穿刺細胞診で (:TlassV.

こlrl(ln(-k,こIrLlillいrllとl鳥今断され.5clll(T)A:1illトー_homLTOtOmy

摘2挽)を行なった&2例とも術後経過は極めて順調で

あり,劇痛屯ほとんどなかった甘


